
シ
リ
ー
ズ
「
唐
津
街
道
の
町
歩
き
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◇3 月 17 日、小春日和に誘われて阿

蘇の春を探しに出かけました。偶然で

すが、その日の朝 8時ころ阿蘇山が爆

発し噴煙が空を広く覆っていました。 

◇阿蘇の春は早足で桜も咲き始め、田

んぼでは早くも田植えの準備らしき

風景も見られました。 

《
第
６
回
歴
史
散
歩
の
ご
案
内
》 

 

３
月
も
20
日
を
過
ぎ
る
と
す
っ
か
り
春
の
気
配
で
す
。
桜
の
花
も
間
も
な

く
開
花
宣
伝
さ
れ
、
短
い
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
新
緑
が
目
に
ま
ぶ

し
く
感
じ
ら
れ
る
５
月
中
旬
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
歴
史
散
歩
を
行
い
ま
す
。 

 

前
回
は
シ
リ
ー
ズ
唐
津
街
道
「
姪
浜
町
歩
き
」
を
行
い
多
く
の
皆
様
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
唐
津
街
道
の
宿
場
町
で
も
あ
っ
た
東
区
箱
崎
・

馬
出
地
域
で
す
。
１
．
７
キ
ロ
の
行
程
で
約
２
時
間
、
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
く
り

散
策
し
ま
す
。 

 

主
な
行
程 

旧
動
物
園
跡
→
枯
野
塚
→
箱
嶋
邸
→
博
多
曲
物 

→
旧
唐
津
街
道
→
恵
光
院
→
筥
崎
宮
→
玉
取
恵
比
寿
神
社 

→
網
屋
天
満
宮
→
車
僧
観
音
→
米
一
丸
石
塔
→
将
軍
地
蔵
堂 

→
九
州
大
学 

 

日 

時 

２
０
１
５
年
５
月
16
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
午
後
４
時
ま
で 

 

集 

合 

地
下
鉄
「
馬
出
九
大
病
院
前
駅
」
出
口 

 

参
加
費 

３
０
０
円
（
資
料
代
） 

案
内
者 

（
要
請
中
） 

 
 

○
終
了
後
に
懇
親
会
を
予
定 

 

 
 

○
参
加
費 

３
０
０
０
円 

 
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
参
加
ご
希
望
の
皆
さ
ん
は
、
５
月
10
日
ま
で
に
組
合
書
記
局
ま
で
電
話
・

F
a
x

で
氏
名
・
懇
親
会
参
加
の
可
否
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

電 
話 
０
９
２
‐
７
１
１
‐
４
９
４
０ 

 
 

 

Ｆ
ａ
ｘ 
０
９
２
‐
７
１
４
‐
４
０
１
３ 

 

５
月
16
日
（
土
）
14
時
～
16
時 



《
第
7
回
退
職
者
の
会
総
会
報
告
》 

 
市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
１
月
17
日
（
土
）
11
時

か
ら
天
神
平
和
楼
で
第
7
回
総
会
と
新
年
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
一
年
間
の
活
動
と
し
て
①
歴
史
散
歩
、

②
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
、③
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

④
第
６
回
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
新
し
い
取
り
組
み
も
報

告
さ
れ
、
会
計
収
支
報
告
と
合
わ
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
新
年
度
の
活
動
計
画
で
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
要
望
の
多
か
っ
た
宿
泊
交
流
、
家
族
介
護
や
健
康

維
持
の
た
め
の
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
学
習
・
懇
談

会
な
ど
を
充
実
す
る
こ
と
も
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

規
約
の
一
部
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た 

前
号
「
だ
よ
り
24
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
通

信
費
（
５
年
分
２
０
０
０
円
）」
に
代
え
て
「
会
費
（
５

年
分
３
０
０
０
円
）」
と
し
て
納
付
い
た
だ
く
た
め
の

規
約
の
一
部
改
正
は
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
規
約
は
来
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
５
年
前

に
納
付
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
10
月
以
降
に
振
替
用

紙
を
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

会
長
に
岡
田
洋
さ
ん
を
再
選 

市
職
労
退
職
者
の
会
の
役
員
任
期
は
２
年
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
改
選
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
今
回
、
新
た
に
谷
口
壮
一
郎
さ
ん
が
監

事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

会 
 

長 

岡
田 

洋 

（
＊
敬
称
を
略
し
ま
す
） 

副

会

長 

原
田
松
美 

大
野
節
子 

近
藤
康
秀 

監 
 

査 

田
中
賢
吾 

事
務
局
長 

横
多
文
男 

幹 

事 

阿
志
賀
一
夫 

〃 
 

飯
尾 

哲 

〃 
 

日
下
部
恭
久 

〃 
 

長
峰
純
治 

〃 
 

林
良 

一 

〃 
 

原
井
恵
美
子 

（
新
任
）
谷
口
壮
一
郎 

「
市
職
労
退
職
者
の
会
」 

新
役
員
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
こ
の
役
員
ま
で
ご
連
絡

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

 
《
今
後
の
企
画
に
つ
い
て
》 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
の
第
１
回
役
員
会
が
２
月
24

日
に
開
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
気
候
的
に
暖
か
く

な
る
４
月
以
降
に
計
画
す
る
こ
と
で
話
し
合
い
、
次
の

内
容
を
今
後
具
体
化
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

① 

第
６
回
歴
史
散
歩
「
唐
津
街
道 

箱
崎
」 

 
 

日 

時 

５
月
16
日
（
別
記
の
と
お
り
） 

② 

第
３
回
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン 

 
 

日 

時 

７
月
22
日
（
水
） 

 
 
 
 

 

内 

容 

介
護
問
題
な
ど 

③ 

電
車
と
バ
ス
で
廻
る
島
原 

 
 

日 

時 

9
月
末
～
10
月
初
旬 

 
 

内 

容 

日
帰
り
グ
ル
メ
ツ
ア
ー 

④ 

第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

日 

時 

10
月
下
旬 

 
 

内 

容 

吉
井
温
泉
（
宿
泊
） 

⑤ 

第
７
回
バ
ス
ハ
イ
ク 

 
 

日 

時 

11
月
中
旬 

 
 

場 

所 

検
討
中 

               

《
憲
法
記
念
の
集
い 

と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
》 

 

今
年
は
第
2
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
70
年
目
と
な
る
節

目
の
年
で
す
。
日
本
国
民
は
原
爆
を
含
む
悲
惨
な
戦
争
体
験
を

通
し
て
、
戦
後
漸
く
主
権
天
皇
の
明
治
憲
法
か
ら
主
権
在
民
の

日
本
国
憲
法
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
は
そ
の
前
文
で
「
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自

由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び

戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決

意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の

憲
法
を
確
定
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
安
倍
首
相
は
、
昨
年
12
月
歴
代
自
民
党
内
閣
の

見
解
も
覆
し
て
「
集
団
的
自
衛
権
は
可
能
」
と
す
る
閣
議
決
定

を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
と
一
体
と
な
っ
て
海
外
で
戦
争
す
る
体
制

を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
戦
争
の
放
棄
、
戦
力

及
び
交
戦
権
の
否
認
」
を
定
め
た
憲
法
第
9
条
を
改
正
し
て
、

自
衛
隊
を
国
軍
（
軍
隊
）
と
す
る
明
文
改
憲
も
明
確
に
し
て
い

ま
す
。 

日 

時 

５
月
３
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分 

場 

所 

福
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

参
加
費 

１
０
０
０
円 

内 

容 

第
１
部 

九
州
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏 

 
 
 
 

第
２
部 

講
演
「
戦
後
70
年
マ
ス
コ
ミ
を
問
う
」 


